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静岡銀行の特徴 



静岡県内貸出金シェアの推移 
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中小企業向け貸出金残高（平残）の推移 
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＋6,224 
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消費者ローン残高（平残）の推移 
（億円） 

16年度から8年9ヶ月間で、貸出金平残は＋1兆9,600億円増加、うち静岡県内では＋1兆1,474億円増加 

中小企業向け貸出金平残は＋6,224億円増加、消費者ローン平残は＋9,692億円増加 
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9次中計 

1 

69,763 

第3四半期 

27,173 

23,856 
22,439 

メガバンク 

第3四半期 

  25年度 

第3四半期 12月 

10次中計 11次中計 



預貸率・預証率の推移（NCD除き） 

預金残高（平残）の推移 

（億円） 

61,29059,53658,343
57,27356,222
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16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

うち静岡県内
インターネット支店

（億円） 

個人預金残高（平残）の推移 

47,296 47,686 48,274 49,250 50,434 51,400 

＋9,329 

＋9,694 

51,841 

邦銀トップ水準の格付 

16年度から8年9ヶ月間で、預金平残は＋1兆2,502億円増加、うち静岡県内では＋1兆3,157億円増加 

貸出金と預金を併進して伸ばしてきた結果、預貸率は88.0%と高水準を維持 

73,429 
53,371 

預金 

75,856 
55,376 
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79,288 56,625 

長期格付 短期格付 財務格付 

ムーディーズ Ａａ３ Ｐ－１ Ｃ＋ 

スタンダード＆プアーズ Ａ＋ Ａ－１ ａ＋ ※ 

格付投資情報センター ＡＡ － － 

※スタンドアローン評価 

海外２社、国内１社の格付機関から高水準の
格付を取得 
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（％） 

預貸率＋預証率 

預貸率 預証率 

第3四半期 第3四半期 

 25年度 

第3四半期 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ支店預金残高（末残） 

9次中計 10次中計 11次中計 



業務粗利益は9年間で200億円以上積み上げるなど安定的に成長を実現している 

生産性の向上（IT投資、BPR）についても成長戦略の一環として取り組んでいる 

業務粗利益および貸出金利息の推移 経費および人員の推移 

（億円） 

利益水準の推移と生産性の向上 
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 <第9次中期経営計画> ～  IT投資、集中処理のBPRへ着手 
 ・新営業店端末の導入   

 ・融資支援システムレベルアップ 

 ・融資事務の集中処理（記帳事務･債権書類の集中保管 等）              

 <第10次中期経営計画> ～ IT投資による効率化、集中処理の拡大 
   ・営業店バック業務量を6割削減  
   ・バック人員をフロントへ再配置 

 <第11次中期経営計画> ～ フロント業務の生産性向上へ拡大 
   ・住宅ローン営業担当者の業務処理時間を6割削減  

420
409

347354350
321
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貸出金利息
業務粗利益に占める貸出金利息の割合
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1,483 1,514 
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1,520 
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1,335 1,365 
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(予想) 

1,447 

生産性の向上 

当期純利益の推移 
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793796
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＋214 

△9.4 

9次中計 10次中計 11次中計 



ＢＩＳ自己資本比率(連結ベース) 自己資本およびリスク・アセット等の推移 

銀行勘定の金利リスク量 TierⅠ＋TierⅡ アウトライヤー比率 

４８９億円 ７，５２５億円 ６．５％ 

アウトライヤー比率（単体ベース） 

25年12月末 BIS自己資本比率 17.04％、普通株式等TierⅠ比率15.08％ 

（25年3月末より、バーゼルⅢ基準による自己資本比率算出に移行） 

※ 自己資本には、優先株、劣後債務等を含まない              

【22年12月公表のﾊﾞｰｾﾞﾙⅢﾃｷｽﾄ基準による試算 
                 （25年3月末基準）】 

・流動性カバレッジ比率 ：1５0.7％（規制水準  100％以上） 
・安定調達比率       ：111.4％（   同       100％超） 
・レバレッジ比率    ：  6.79％（   同    試行期間３％） 

自己資本比率 
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15.08%
15.55%

16.06%

14.40%

17.46%
17.04%

15.30%

17.49%

12%

14%

16%

18%

23年3月末 24年3月末 25年3月末 25年12月末

ＴｉｅｒⅠ比率 
(中核自己資本比率） 

 (バーゼルⅢ)  (バーゼルⅡ) 

普通株式等ＴｉｅｒⅠ比率 

ＢＩＳ自己資本比率 

【バーゼルⅢ】 
25年 

3月末 

25年 

12月末 

25年 

3月末比 

自 己 資 本 ※ ７，６８５ ７，８７８ ＋１９３ 

普 通 株 式 等 Ｔ ｉ ｅ ｒ Ⅰ ６，８４３ ６，９７２ ＋１２９ 

そ の 他 Ｔ ｉ ｅ Ⅰ － ０ ＋０ 

Ｔ ｉ ｅ ｒ Ⅱ ８４２ ９０６ ＋６４ 

リ ス ク ・ ア セ ッ ト ４４，００１ ４６，２１４ ＋２，２１３ 

信 用 リ ス ク ・ ア セ ッ ト の 額 ４０，９３２ ４３，０７９ ＋２，１４７ 

マーケット ・リスク相 当額に 係る額 １１５ １３０ ＋１５ 

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾅﾙ･ﾘｽｸ相当額に係る額 ２，９５４ ３，００５ ＋５１ 

（億円） 

※ 自己資本には、優先株、劣後債務等を含まない              



（億円、％） 22年度 23年度 24年度 
25年度 
予想 

配当額① 88 89 97 94 

自己株式取得額②  150 146 82 ※226 

株主還元額③＝①＋② 238 235 180 320 

当期純利益④ 354 347 409 420 

配当性向①/④×100 24.85 25.54  23.78  22.44  

株主還元率③/④×100 67.22  67.60  43.93  76.35  

 

 
平成25年度年間配当額は1株当たり15円の予定。自己株式は20百万株（226億円相当）を取得 
平成9年度以降、継続的に自己株式を取得し、累計取得株数は181百万株 

株主還元 
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※記念配当1円を含む、 （ ）は中間配当額 

※第3四半期までの実績（20百万株取得）を記載 

配当額の推移 

22年度 23年度 24年度 
25年度 
予想 

一株当たり配当額 

（年間） 
13.00円 13.50円 ※15.00円 

15.00円 
（7.5円） 

株主への利益配分の状況 

ＥＰＳ 
（円） 

ＢＰＳ 
（円） 

20.39 587.56 

20.12 627.64 

34.14 650.95 

23.73 792.16 

10.26 742.73 

16.56 721.33 

37.20 831.76 

49.41 875.93 

44.24 1,019.15 

51.20 1,077.85 

49.89 997.20 

18.34 903.32 

46.01 998.21 

51.75 1,016.34 

52.44 1,097.55 

62.79 1,204.31 

自己株式取得実績およびEPS･BPS推移 

取得株式 
(千株) 

消却株数 
(千株) 

株主還元率 
(％) 

9年度 7,226 7,226 90.3 

10年度 6,633 6,633 86.7 

11年度 8,357 8,357 51.4 

12年度 24,954 24,954 152.0 

13年度 8,234 8,234 165.4 

14年度 29,928 － 229.4 

15年度 10,712 30,000 50.8 

16年度 － － 17.1 

17年度 － － 22.5 

18年度 － － 25.3 

19年度 10,000 10,000 61.8 

20年度 － － 70.8 

21年度 5,000 5,000 40.6 

22年度 20,000 20,000 67.2 

23年度 20,000 － 67.6 

24年度 10,000 20,000 43.9 

※25年度 20,000 － － 

累計 181,044 140,404 － 
※第3四半期まで

の実績を記載 



静岡銀行グループの取組み 

  



地域密着型金融への取組み 
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次世代経営者塾「Shizuginship」 

次世代を担う若手経営者に対する研鑽と交流の｢場｣の提供 

【会員数】平成25年12月末／848社、1,275名 
【平成25年度上期の活動実績】（会員参加人数 のべ 795名） 

静岡県を代表する企業がサポートカンパニーとして参画、運営面では、

講師派遣や視察受入等、地域一体となった後継者育成に取り組んでいる 

ビジネスマッチング 

販路拡大などを通じた取引先企業の業容拡大支援 

平成18年2月から農林

水産業者、食品加工業

者と仕入企業との商談

会｢しずぎん@gricom｣

を定期的に開催 

平成25年7月 第10回 

｢しずぎん@gricom｣開催 

 ⇒23件の商談成立  

2,136

1,619

1,970
2,136

1,817

298
264 248

155

350

23年度上期 23年度下期 24年度上期 24年度下期 25年度上期

成約実績

融資金額

6
11 2

13 7

23年度上期 23年度下期 24年度上期 24年度下期 25年度上期

取組対象企業数 支援完了件数

経営改善・事業再生支援 

返済条件の見直しや外部機関との連携、事業再生ファンド
なども活用して再生を支援 

47 
58 62 

事業承継支援 

お客さまが直面する事業承継問題に対し、グループ会社や外部機関

と連携してM&Aなどさまざまな手法で支援  

平成18年以降の取組みで

約120社の「事業再生」

を完了 

   
55 

45 

【平成25年度上期の主な取組実績】 

内容 実績 

事業承継支援取組件数 360件 

  コンサルティング契約件数 ※ 19件 

  M&A成約件数 13件 

事業承継に関連する融資件数／金額 70件／142億円 

※グループ会社の静銀経営コンサルティング株式会社における実績 

内容 開催実績 

セミナー（著名な経営者や専門家による講演会） 6回 

ゼミナール（テーマ別に連続開催する講座） 

 ・エグゼクティブプログラム 
 ・ミドルマネジメントプログラム 
 ・ベーシックプログラム 

全11講座 

1講座 
3講座 
7講座 

地域の雇用      

約11,500人を確保し、

地域経済の活力を維持 

ビジネスマッチング、経営改善・事業再生支援、次世代経営者塾「Shizuginship」を3つの柱とした
地域密着型金融の展開により、取引先とのリレーションを一層強化 

円滑な｢事業承継｣に向けた支援もグループ会社機能を活用して積極的に取り組んでいる 

【取組実績の推移】 

【成約件数の推移】 （件、億円） 

（件） 



地元企業が進出している場所でサポートを行うのが静岡銀行グループの海外戦略 
アジアにおいては3つの海外拠点と8カ国・地域で計12行の金融機関と業務提携しネットワークを構築 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 
● 

静岡 上海駐在員事務所 
行員2名(総勢3名) 

華東師範大学 留学生2名派遣  

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ駐在員事務所行員2名(総勢3名) 
みずほ銀行研修生1名派遣 

北京 

中国建設銀行 

大邱（テグ） 

大邱銀行 

ハノイ 

ANZベトナム銀行 
(派遣行員1名) 

バンコク 

 ｶｼｺﾝ銀行(派遣行員3名) 
 ﾊﾞﾝｺｯｸ銀行 

ジャカルタ 

CIMBﾆｱｶﾞ(派遣行員2名)
りそなﾌﾟﾙﾀﾞﾆｱ銀行 

● 

大連 

みずほ銀行 
研修生1名派遣 

● 

ソウル 

新韓銀行 

香港支店 
行員5名(総勢13名) 

● 

● 
ムンバイ 

インドステイト銀行 

上海 

上海銀行 

● 

海外進出支援 ～アジアにおけるネットワーク～ 
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● 

マニラ 

Bank of the 
Philippine Islands 

台湾 

中國信託ホールディング 
（中國信託商業銀行) 



平成25年度第3四半期決算の概要と  
平成25年度業績予想 



〔単体〕 24年度 
第2四半期 

25年度 
第2四半期 

前年 
同期比 

経常収益 ８８７ １，０７６ ＋１８９ 

業務粗利益 ７５７ ８０５ ＋４８ 

資金利益 

役務取引等利益 

特定取引利益 

その他業務利益 

（うち国債等債券関係損益） 

５９９ 

７７ 

１ 

７９ 

（７７） 

６８４ 

７６ 

３ 

４２ 

（３６） 

＋８４ 

△ １ 

＋２ 

△ ３７ 

（△４１） 

経  費                        (△) ４００ ４０７ ＋７ 

実質業務純益※ ３５６ ３９７ ＋４１ 

業務純益 ３５６ ３９７ ＋４１ 

臨時損益 △２９ ２２ ＋５１ 

うち不良債権処理額  （△） 

うち貸倒引当金戻入益 

うち株式等関係損益 

３ 

１０ 

△３２ 

５ 

２６ 

△１ 

＋２ 

＋１６ 

＋３１ 

経常利益 ３２８ ４１９ ＋９２ 

中間純利益 ２０８ ２７１ ＋６３ 

平成25年度第2四半期決算概要 

〔連結〕 24年度 
第2四半期 

25年度 
第2四半期 

前年 
同期比 

経常収益 １，０４１ １，２５０ ＋２１０ 

経常利益 ３５４ ４６０ ＋１０６ 

中間純利益 
（負ののれん発生益除き） 

３５１ 
（２２２） 

２９３ 
（２９３） 

△５８ 
（ ＋７１） 
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（億円） 

（億円） 
経常収益は、資金運用収益（＋82億円）の増加等を主因 
  に、前年同期比＋189億円の1,076億円   

経常利益は、株式等関係損益の改善（＋31億円）および貸
倒引当金戻入益の増加（＋16億円）などにより、前年同期 

  比 ＋92億円の419億円 

中間純利益は、特別損益が減少（△7億円) したものの、前 
 年同期比＋63億円の271億円 

経 常 収 益 前年同期比＋189億円増収(2期振り) 

業 務 粗 利 益 前年同期比＋48億円増益(3期振り)[過去最高益] 

経 常 利 益 前年同期比＋92億円増益(2期振り)[過去最高益] 

中 間 純 利 益 前年同期比＋63億円増益(2期振り)[過去最高益] 

業務粗利益は、有価証券ポートの入替を行い国債等債券関 
 係損益が減少（△41億円）するも、投信解約益等の計上 
（111億円）を主因として、資金利益が増加（＋84億円） 
 し、前年同期比＋48億円の805億円 

連 結 経 常 収 益 前年同期比＋210億円増収(2期振り) 

連 結 経 常 利 益 前年同期比＋106億円増益(2期振り)[過去最高益] 

連結中間純利益 前年同期比△58億円減益(3期振り) 

※ 実質業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額 

・２４年度第１四半期に連結子会社の持分比率引上げに伴う負ののれん 
   発生益１２９億円を計上 

業 務 純 益 前年同期比＋41億円増益(5期連続)[過去最高益] 

業務純益は、広告宣伝費の増加（＋5億円）等で経費は増
加（＋7億円）するも、業務粗利益の増加により、前年同 

  期比＋41億円の397億円        



〔単体〕 24年度 
第3四半期 

25年度 
第3四半期 

前年 
同期比 

進捗率 
（年度ﾍﾞｰｽ） 

経常収益 １，３２６ １，４８３ ＋１５７  ７８．０ 

業務粗利益 １，１４７ １，１４３ △ ４ ７９．０ 

資金利益 
役務取引等利益 
特定取引利益 
その他業務利益 
（うち国債等債券関係損益） 

９１４ 
１１０ 

６ 
１１７ 

（１１７） 

９８９ 
１１２ 

５ 
３７ 

（３０） 

＋７５ 
＋２ 
△１ 

△８０ 
（△８７） 

ー  
－ 
－ 
－ 
－ 

経  費                        (△) ５９８ ６０７ ＋９ ７６．２ 

実質業務純益 ５４９ ５３６ △１３ － 

業務純益 ５４９ ５３６ △１３ ８２．４ 

臨時損益 △１６ ２６ ＋４２ － 

うち不良債権処理額  （△） 
うち貸倒引当金戻入益 
うち株式等関係損益 

４ 
１２ 

△１５ 

６ 
２８ 

１ 

＋２ 
＋１６ 
＋１６ 

－  
－  
－  

経常利益 ５３４ ５６１ ＋２７ ８３．７ 

四半期（当期）純利益 ３４０ ３６５ ＋２５ ８６．８ 

平成25年度第3四半期決算概要 

〔連結〕 24年度 
第3四半期 

25年度 
第3四半期 

前年 
同期比 

進捗率 
（年度ﾍﾞｰｽ） 

経常収益 １，５５９ １，７４３ ＋１８４ ７８．２ 

経常利益 ５７６ ６２０ ＋４４ ８３．８ 

四半期（当期）純利益 
（負ののれん発生益除き） 

４９２ 
（３６３） 

３９７ 
（３９７） 

△９５ 
（ ＋３４） ８６．４ 

〔資金利益〕 25年度 
第3四半期 

前年 
同期比 

合   計 ９８９ ＋７５ 

国内業務部門 ８８５ ＋６１ 

うち貸出金利息 ６７７ △４６ 

 〃有価証券利息配当金 
  (うち投資信託解約益等) 

２３８ 
（１２４） 

＋１００ 
（＋１２０） 

 〃預金等利息 （△） ３１ △５ 

国際業務部門 １０４ ＋１４ 

うち貸出金利息 ２９ ＋１２ 

 〃有価証券利息配当金 ９３ ＋４ 
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〔国債等債券関係損益〕 25年度 
第3四半期 

前年 
同期比 

国債等債券関係損益 ３０ △８７ 

うち国債等債券売却益 １８３ ＋６２ 

 〃 国債等債券売却損 （△） １５３ ＋１４８ 

（億円、％） 

（億円、％） 

〔与信関係費用〕 25年度 
第3四半期 

前年 
同期比 

与信関係費用（①－②） （△） △２２ △１４ 

不良債権処理額① ６ ＋２ 

貸倒引当金戻入益② ２８ ＋１６ 

 一般貸倒引当金繰入額(△) △４３ △１９ 

 個別貸倒引当金繰入額(△) １５ ＋３ 

与信関係費用比率 △０．０４％ △０．０３  



69,763
66,14165,004

45,59244,37144,096

23年度第3四半期 24年度第3四半期 25年度第3四半期

銀行全体 うち静岡県内

＋1,221 

＋3,622 （億円） 

貸出金残高(平残)の推移 

27,17326,75026,245

20,44920,52520,253

23年度第3四半期 24年度第3四半期 25年度第3四半期

銀行全体 うち静岡県内

（億円） 
【貸出金増減額内訳（前年同期比）】  

23,850
22,941

22,321

19,267
18,689

18,242

23年度第3四半期 24年度第3四半期 25年度第3四半期

銀行全体 うち静岡県内

＋578 

＋909 

△76 

（億円） 

企業規模別 貸出金残高(平残)の増減 うち中小企業向け貸出金残高(平残)の推移 うち個人向け貸出金残高(平残)の推移 

＋423 

25年度第3四半期の貸出金平均残高 6兆9, 763億円、前年同期比＋3,622億円（年率＋5.5％） 

【中小企業向け貸出】 

  平残 2兆7,173億円 

     前年同期比＋423億円増加（年率＋1.6%） 

【個人向け貸出】 

  平残 2兆3,850億円 

   前年同期比＋909億円増加（年率＋4.0％） 

【大･中堅企業向け貸出】 

平残1兆4,557億円 

 前年同期比＋1,442億円増加（年率＋11.0％） 

※ｱﾊﾟｰﾄﾛｰﾝを含む              
（億円） 

貸出金 ～平均残高～ 

中小企業 
＋423 

公共 
＋224 海外店  

＋624 

個人 
＋909 

大・中堅企業 
＋1,442 
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～ ～ 

＋
３
，
６
２
２ 

 

～ ～ 

【外貨建貸出】 
 平残4,144億円 
  前年同期比＋1,969億円増加（年率＋90.5％） 



有価証券残高 ２兆4,229億円(25年3月末比 △1,130億円)､有価証券評価損益2,011億円 (同＋206億円) 

有価証券残高の推移 有価証券関係損益 

【参考】評価損益がゼロになる水準、10BPV 

評価損益がｾﾞﾛになる水準 10BPV 

株式 日経平均  ６，０６０円 ※ ２４．２億円 

円貨債券 ５年国債  ０．３５％ ６７．５億円 

外貨債券 米国１０年国債  ２．９７％ ３１．０億円 

※トピックス10ポイント 

有価証券 
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（億円） 

24年度 
第3四半期 

25年度 
第3四半期 増減 

国債等債券関係損益 １１７ ３０ △８７ 

うち国債等債券売却益 １２１ １８３ ＋６２ 

〃 国債等債券売却損（△） ４ １５３ ＋１４８ 

株式等関係損益 △１５ １ ＋１６ 

うち株式等償却（△） １７ ０ △１７ 

（億円） 

日経平均株価 12,397.91円 16,291.31円 － 

円債平均残存期間 ５．２４年 ４．７０年 △０．５４年 

外債平均残存期間 ３．９７年 ４．９２年 ＋０．９５年 

809 1,117

5,392 5,787

2,443
3,028

3,130
2,932427
495

13,158 10,867

25年3月末 25年12月末

国債

地方債

社債

株式

外債

その他

預貸率・預証率の推移（NCD除き） 

88.0%88.9% 87.9%88.8%

26.8%26.6%26.3%24.6%

113.5% 115.1% 114.5% 114.8%

22年度 23年度 24年度

預貸率＋預証率 

預貸率 預証率 

25,359 

〈地方債〉 
＋68 

〈株式〉 
＋585 

〈外債〉 
＋395 

〈国債〉 
△2，291 

△1,130 

〈社債〉 
△198 

24,229 

25年 
3月末 

25年 
12月末 増減 

有価証券評価損益 １，８０５ ２，０１１ ＋２０６ 

うち株式 １，２２９ １，８１３ ＋５８４ 

うち投信 
９７６ 

うち投信 
６６６ 

 25年度第3四半期 



（億円） 

預金等残高（平残）の推移 

56,626
55,187

52,889 52,329
50,842

48,568

23年度第3四半期 24年度第3四半期 25年度第3四半期

国内店 静岡県内

（億円） 【預金等増減額内訳（前年同期比）】  

＋1,487 

預金等残高(平残)増減額の内訳 うち個人預金等残高(平残)の推移 

（億円） 

＋
４
，
６
１
５ 

＋1,439 

うち法人預金等残高(平残)の推移 

19,863 19,406 19,890

14,939 15,257 15,544

23年度第3四半期 24年度第3四半期 25年度第3四半期

国内店 静岡県内

＋287 

＋484 

（億円） 

ｵﾌｼｮｱ 

＋598 金融・公金 

＋1,043 

個人 

＋1,439 

海外店 

＋1,051 

預金等 
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法人 

＋484 
NCD除き 

＋669 

78,97577,107
83,590

65,412 67,833
70,272

23年度第3四半期 24年度第3四半期 25年度第3四半期

銀行全体 静岡県内
＋4,615  

＋2,439 

25年度第3四半期の預金等残高（平残）8兆3,590億円、前年同期比＋4,615億円（年率＋5.8％） 

【静岡県内預金】 
 平残 7兆272億円 
    前年同期比＋2,439億円増加（年率＋3.6％ ）  
   
【個人預金】 
 平残 5兆6,626億円 
    前年同期比＋1,439億円（年率＋2.6％ ） 

 〔ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ支店 2,882億円（前年同期比＋970億円）〕 

      ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ支店は安定した調達ﾁｬﾈﾙとして徐々に確立 
 

 【法人預金】 
 平残 1兆9,890億円 
    前年同期比＋484億円（年率＋2.5％ ） 

  〔NCD除き 前年同期比＋669億円（年率＋3.８％）〕 

～ ～ ～ ～ 



個人預り資産（末残）の推移 

3 ,465

2 ,428

4,126

4,390

57 ,783

55 ,647
54 ,736

1

1
1

309

345
355

153

153
144

2 ,906

7 ,106

8 ,711

9 ,511

3,559

24年3月末 25年3月末 25年12月末

（億円） 

１
４
，
６
１
９
億
円 

＋542 

１
６
，
２
５
１
億
円 

74,576 

69,356 

＋2,677 

１
６
，
７
９
３
億
円 

71,899 

△478 

＋800 

＋264 

＋2,136 18 19 24 23
42

17

76 78

37

21
33

79
82

72 70
72

15.5% 14.3% 15.5%

11.4% 11.7% 12.2% 13.1% 13.0%

22年度上期 22年度下期 23年度上期 23年度下期 24年度上期 24年度下期 25年度上期 25年度

静銀ﾃｨｰｴﾑ証券 役務･特定取引利益

手数料収益（銀行・静銀ﾃｨｰｴﾑ証券） 

90 89 96 

（ ）は四半期 

（13） 

102 97 

手数料収益比率 
（静銀ﾃｨｰｴﾑ証券を含む） 

（38） （37） 

115 121 

（23） 

55 

第3四半期 

（60） （50） 

（億円） 

投資信託・保険販売の販売額、手数料の推移 

470 530 609
475 567

839
1,017

518
711

702

316

438

652

589

614

581

26

51
(26)46

(20)
44

37
40

3333

22年度上期 22年度下期 23年度上期 23年度下期 24年度上期 24年度下期 25年度上期 25年度

個人年金保険等

投資信託

手数料収益

1,051 1,048 

1,223 1,127 
1,278 

1,541 1,606 

第3四半期 

754 

（ ）は四半期 

（820） （655） 

（300） 
（342） 

（520） 
（314） 個人年金

保険 

公共債 

静銀ﾃｨｰ
ｴﾑ証券 

譲渡性 

預金 

外貨預金 

円貨預金 

投資信託 

個人預り資産残高（静銀ティーエム証券含む）7兆4,576億円（25年3月末比＋2,677億円） 

 うち資産運用商品残高 1兆6,793億円（同＋542億円） 

預り資産、手数料 

（億円） 
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（億円） 

【単 体】 ２４年度実績 ２５年度予想 前年度比 

経常収益 １，７１０ １，９００ ＋１９０ 

業務粗利益 １，４６３ １，４４７ △１６ 

経費 （△） ７８７ ７９７ ＋１０ 

業務純益 ６７６ ６５０ △２６ 

経常利益 ６５２ ６７０ ＋１８ 

当期純利益 ４０９ ４２０ ＋１１ 

【連  結】 ２４年度実績 ２５年度予想 前年度比 

経常収益 ２，０３１ ２，２３０ ＋１９９ 

経常利益 ７１３ ７４０ ＋２７ 

当期純利益 ５７０ ４６０ △１１０ 

負ののれん発生益除き ４４１ ４６０ ＋１９ 

 ２４年度実績 ２５年度予想        前年度比 

与信関係費用 １ ０ △１ 

一般貸倒引当金繰入額 △４５ △３２ ＋１３ 

不良債権処理額 ４６ ３２ △１４ 

うち個別貸倒引当金繰入額 ４１ ２０ △２１ 

（億円） 

（億円） 

平成25年度業績予想 
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※連結子会社に対する持分比率の引き上げに伴う負ののれん発生益129億円を含む 

※ 



参 考 資 料 



計 数 計 画 の 概 要 

23～25年度 
計画累計 

23～25年度上期 
迄実績累計 

進捗率 

経常収益 ６，１００億円 ５，３３３億円 ８７．４％ 

経常利益 １，９６０億円 １，８６１億円 ９５．０％ 

当期純利益 １，１２０億円 １，２３５億円 １１０．３％ 

業務粗利益 ４，５２０億円 ３，７５０億円 ８３．０％ 

経費（△） ２，４６０億円 ２，００５億円 ８１．５％ 

実質業務純益 ２，０６０億円 １，７４５億円 ８４．７％ 

経常利益 １，８５０億円 １，６９４億円 ９１．６％ 

当期純利益 １，１００億円 １，０２７億円 ９３．４％ 

貸出金平残増加額 ＋５，３００億円 ＋５，８４０億円 １１０．２％ 

預金等平残増加額 ＋４，５００億円 ＋６，８５９億円 １５２．４％ 

株主還元率 中長期的に５０％以上 ６７．０％ － 

単
体 

連
結 

 

第11次中計で掲げた計画（3年間の累計）に対する利益目標・株主還元目標の進捗状況は概ね順調 

第11次中期経営計画「MIRAI～未来」の進捗状況 
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2５年度第3四半期 資金利益989億円（前年同期比＋75億円） 
 うち国内業務部門885億円（同＋61億円）、国際業務部門104億円（同＋14億円） 

国内業務部門 資金利益の内訳 

（億円） 

国際業務部門 

（％） 

（％） 

24年度 
第3四半期 

25年度 
第3四半期 増減 

合   計 ９１４ ９８９ ＋７５ 

国内業務部門 ８２５ ８８５ ＋６１ 

うち貸出金利息 ７２３ ６７７ △４６ 

 〃有価証券利息配当金 
 

       （うち債券利息） 
 

        （うち投信解約益等） 

１３８ 
 

（95) 
 

(4) 

２３８ 
 

(70) 
 

(124) 

＋１００ 
 

(△25) 
 

(＋120) 

 〃預金等利息 （△） ３６ ３１ △５ 

国際業務部門 ８９ １０４ ＋１４ 

うち貸出金利息 １７ ２９ ＋１２ 

 〃有価証券利息配当金 ８９ ９３ ＋４ 

24年度 
第3四半期 

25年度 
第3四半期 

増減 

運用・調達ﾚｰﾄ差 １．２７ １．０６ △０．２１ 

有価証券運用利益の推移 

24年度 
第3四半期 

25年度 
第3四半期 

増減 

有価証券利息配当金 ２２７ ３３１ ＋１０４ 

国債等債券関係損益 １１７ ３０ △８７ 

有価証券運用利益 ３４４ ３６１ ＋１７ 

（億円） 

資金利益 
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24年度 
第3四半期 

25年度 
第3四半期 

増減 

貸出金利回り １．５０ １．３７ △０．１３ 

預金等利回り ０．０６ ０．０５ △０．０１ 

有価証券利回り １．２１ １．９４ ＋０．７３ 
3 

インデックス投信を中心に、株価上昇局面を捉えて 
投資信託を売却 

金利低下局面でキャピタルゲインを確保し、相場動向 
によりリスクコントロールを実施 



0.63 0.60
0.660.700.730.770.800.810.82

1.56
1.47

0.42 0.40 0.38 0.38 0.36

1.53
1.46

1.581.61 1.631.65
1.69

0.380.420.42
0.35 

23/12月 24/3月 6月 9月 12月 25/3月 6月 9月 12月

平残 
（構成比） 

利回り 平残 
（構成比） 

利回り 平残 
（構成比） 

利回り 

貸出金 
５．８ 

（100.0） 
２．０４ 

６．５ 
（100.0） 

１．４６ 
６．７ 

（100.0） 
１．３５ 

変動金利 
４．２ 

（71.8） 
２．０７ 

５．０ 
（77.4） 

１．４４ 
５．１ 

（76.7） 
１．３３ 

固定金利 
１．６ 

（28.2） 
１．９６ 

１．５ 
（22.6） 

１．５６ 
１．５ 

（23.3） 
１．３９ 

預  金 等 
７．１ 

（100.0） 
０．２７ 

７．７ 
（100.0） 

０．０６ 
８．０ 

（100.0） 
０．０５ 

うち 
流動預金 

４．０ 
（56.3） 

０．１６ 
４．２ 

（54.3） 
０．０２ 

４．４ 
（54.6） 

０．０２ 

うち 
定期性預金 

２．７ 
（38.7） 

０．３８ 
３．３ 

（42.4） 
０．１０ 

３．３ 
（41.3） 

０．０８ 

25年12月の預貸金利回り差は1.30％と、24年12月比 △0.10ポイント縮小 

短期金利0.1％上昇時の資金利益増加額は約16億円（25年12月末基準による試算値） 

  金利上昇局面では相応の収益確保が可能なポートフォリオを構築 

＋１．３０ 

円貨貸出金・預金構成の変化 

   ＜参考＞ 〔20年3月〕     〔24年12月〕         〔25年12月〕 

＋１．４０ 〔預貸利回り差〕 

△０．１１ 

【24年12月と25年12月の平残・利回りの単月比較】 

△０．１０ 

（兆円、％） 

△０．０１ 

貸出金利（月中平均）の推移 

うち企業規模別法人貸出金利の推移 

個 人 

全 体 

法 人 

大･中堅企業 

中小企業 

大･中堅企業（ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞ） 

（％） 

（％） 

預貸金利回り ～ポートフォリオの変化～ 
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1.57
1.50

1.44

1.39 1.37 1.36
1.32 1.29 1.27

1.41
1.35

1.47
1.54

1.36

1.55

1.23
1.171.18

1.84 1.81 1.79 1.76 1.73
1.661.69 1.64

1.87

23/12月 24/3月 6月 9月 12月 25/3月 6月 9月 12月

＋４．９ 



72,144
68,59465,980

46,82545,65744,899

23年12月末 24年12月末 25年12月末

銀行全体 うち静岡県内

＋1,168 

＋3,550 （億円） 

【中小企業向け貸出】 
  末残 2兆8,231億円 
     前年同期末比＋451億円（年率＋1.6％） 

 

 

 

 
【個人向け貸出】 
  末残 2兆4,422億円 
  前年同期末比＋1,151億円（年率＋4.9％） 

【大･中堅企業向け貸出】 
  末残 1兆5,106億円 
  前年同期末比＋1,165億円（年率＋8.4％） 

貸出金残高(末残)の推移 

（億円） 

29.8％ 29.9％ 29.8％ 
● ● 

静岡県内貸出金シェア 
（末残ベース） 

25年度第3四半期の貸出金期末残高 7兆2,144億円、前年同期末比＋3,550億円（年率＋5.2％） 

貸出金 ～期末残高～ 

18 

● 

【貸出金増減額内訳（前年同月末比）】  

企業規模別 貸出金残高(末残)の増減 

個人 
＋1,151 

大・中堅企業 
＋1,165 

中小企業 
＋451 

公共 
＋158 

海外店 
＋625 

＋
３
，
５
５
０ 

 

  
【経営サポート資金】 
・経営改善に取り組む先へのプロパー融資制度 
・25年4月取扱開始：56件/1,523百万円を実行 
・平均実行レート4.2% 

28,23127,780
27,176

21,11621,42420,926

23年12月末 24年12月末 25年12月末

銀行全体 うち静岡県内

（億円） 

24,422

23,271
22,651

19,641
18,90018,494

23年12月末 24年12月末 25年12月末

銀行全体 うち静岡県内

＋741 

＋1,151 

△308 

（億円） 

うち中小企業向け貸出金残高(末残)の推移 うち個人向け貸出金残高(末残)の推移 

＋451 
※ｱﾊﾟｰﾄﾛｰﾝを含む              

～ ～ ～ ～ 



宿泊業

物品賃貸業

不動産業

貸金業・
投資業等

小売業 建設業

輸送用機械

卸売業

500

1,500

2,500

3,500

4,500

0 0.4 0.8

【与信残高対予想損失率(※) 】 

与

信

残

高 

（億円） 

（%） ※ 予 想 損 失 額 ( Ｅ Ｌ ) ÷ 与 信 残 高 

残高 構成比 前年同月比 

全 体 ４９，７１２ １００．０ ＋２，３６７ 

不 動 産 業 ４，２２６ ８．５ ＋１２７ 

卸 売 業 ※ ４，２９４ ８．６ ＋３２０ 

貸 金 業 ・ 
投 資 業 等 

３，００８ ６．０ △２３１ 

輸 送 用 機 械 ３，７０８ ７．５ ＋６８８ 

建 設 業 ２，７３１ ５．５ △１０２ 

小 売 業 ２，７６３ ５．６ ＋２０２ 

物 品 賃 貸 業 ２，５３３ ５．１ ＋８８ 

宿 泊 業 ７７３ １．６ △５７ 

（実質破綻先以下は除く） 
（億円、％） 

【与信残高（25年９月末）】 

不動産業、建設業、物品賃貸業、貸金業･投資業等の事業性貸出金に占める割合はいずれも9％を下回って
おり、これら業種への与信集中はない 

事業性貸出金の予想損失額(EL)は全業種合計で63億円（不動産業12億円、建設業4億円） 

事業性貸出金の信用リスク量(UL)は全業種合計で501億円 

事業性貸出金に占める特定業種の状況 

※卸売業は総合商社を除く 

貸出金 ～業種別貸出金の状況～ 
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ソリューション営業 ～成長・未開拓分野への取組み～ 

「成長・未開拓分野」に対して積極的に取り組み、ソリューション営業の提供を通じて新たな 
資金需要の創出に結びつける 
 

法人部門の取組み ～ソリューション営業～ 

20 

（億円） 

創業・新事業進出支援への取組み 

「しずぎん起業家大賞」の継続実施  
 革新的な事業プランを持った起業家を表彰し、事業の成長を

サポートすることで、地域経済の活性化に貢献することを目
的に平成24年度に静岡銀行の70周年記念事業として創設。
平成25年度は第2回を実施 

応募総数87件の中から受賞者7先を選定(賞金総額 500万円) 

 ⇒ 販路開拓、各種コンサルティングなど、グループ機能を 
   最大限に活用し、事業の成長を積極的にサポート 

医
療
・介
護 

環
境 

農
業 

事
業
承
継 

｢医療経営士｣9名を含む10名の専担者を配置 
開業支援や介護分野への参入支援 

 

省エネ設備の導入支援による資金需要の創造 
再生可能エネルギー関連の設備投資支援 

 

16名の｢農業経営アドバイザー｣を配置 
ビジネスマッチングによる販路開拓支援（商談会

｢しずぎん@gricom｣を定期的に開催） 
6次産業化支援 

 

次世代経営者塾「Shizuginship」による 
後継者育成支援 

多様な事業承継方法の提案 
（M&A成約16件：25年度実績） 

63

150

121

50

95

106

74

469474
330

614

328

82

16
72

39
60

41

142

42

23年度下期 24年度上期 24年度下期 25年度上期 25年度3Ｑ

事業承継

農業

環境

医療・介護

507 

690 

785 

917 

468 



25年6月に台湾の中國信託商業銀行を中核とする中國信託ホールディングと業務提携、アジア地域の提携行は 
8カ国・地域で12行に拡大し、取引先の進出ニーズの高い地域をカバー 

25年度第3四半期は、13社の海外進出支援を完了し、海外進出関連融資187億円を獲得（別途､関連する国内融資21億円） 
 

法人部門の取組み ～海外進出支援の実績～ 

21 

33

72

25年度上期 25年度3Ｑ

タイ 

19

7

25年度上期 25年度3Ｑ

インドネシア 

1

8

25年度上期 25年度3Ｑ

ベトナム 

13

1

25年度上期 25年度3Ｑ

中国 

0

26

25年度上期 25年度3Ｑ

その他アジア(韓国･インド等) 

86 81

159

295

187

32
36

33

43

13

23年度下期 24年度上期 24年度下期 25年度上期 25年度3Ｑ

海外進出関連融資 進出支援先数

海外進出支援先数および海外進出関連融資実行額の推移 

【国別融資実行額】  （億円、社） 

  

（億円）  

21

68

25年度上期 25年度3Ｑ

国内融資 

108

81

25年度上期 25年度3Ｑ

米国 

  
 
  

2,718

4,770

1,375

1,991

24年12月 25年12月

外貨建貸出金 うち海外店

外貨建貸出金残高(末残)の推移 

（億円）  



25年度第3四半期の消費者ローン末残 2兆4,435億円、前年同月比＋1,122億円（年率＋4.8％） 

うち住宅ローン末残 1兆4,784億円、前年同月比＋1,281億円（年率＋9.5%） 

うち無担保ローン末残 360億円、前年同期比＋57億円（年率＋18.9%） 

 

 
住宅ローン実行額の推移 

832 809

1,046

624

852

1,237

23年度上期 23年度下期 24年度上期 24年度下期 25年度上期 25年度3Ｑ

実行額

（億円） 

個人部門の取組み ～消費者ローンの実績～ 

22 

目的型無担保ローン実行額※の推移 

11

16 17

24

30

39

23年度上期 23年度下期 24年度上期 24年度下期 25年度上期 25年度3Ｑ

実行額

消費者ローン末残推移 

13 ,033 13 ,502 13 ,799 14 ,422 14 ,784

9 ,5089 ,5529 ,581 9 ,443
9 ,291

9 ,359

13 ,310

360338

303 303 303
313

24年3月末 24年9月末 24年12月末 25年3月末 25年9月末 25年12月末

無担保ローン
住宅ローン
その他

（億円） 

（億円） 

※マイカー、趣味と暮らし、フリー、教育各ローンの実行額を合算  
    （当貸型教育ローンは極度承認のため純増（減）額を実行額として計上） 

23,313 
22,917 23,165 

23,555 
24,435 24,118 

＋1,122 

＋1,281 



個人部門の取組み ～消費者ローンの取組み～ 

23 

住宅ローン・8疾病保障付き住宅ローン実行件数 

100%

80%

52%
44% 40%

22年度 23年度 24年度 25年度上期 25年度

△20％ 

△48％ 
△60％ 

※22年度の業務量を100とした場合 

△56％ 

251

826

24年12月 25年12月

【参考】ホームページでの申込実績 
（マイカーローン単月比較） 

3,006

1,650

5,038

4,065

6,066

390

2,164

3,111

24年度上期 24年度下期 25年度上期 25年度3Ｑ

住宅ローン実行件数

うち8つの疾病保障付き

(件） 

  
・｢８つの疾病保障付き住宅ローン｣ 
  『保障内容で住宅ローンを選ぶ』ことをコンセプトとする 
  プロモーションを展開、保障内容の優位性をアピール  
    付保率：61%（前期比＋３％） 
・BPRの実施により処理時間を削減、営業投入時間を拡大 
・住宅ローン新発レート 1.019% 

  
・テレビCMによる積極的なプロモーションを展開 
・ホームページの刷新による非対面チャネルの拡大 
  マイカーローンホームページの全面リニューアル（11月）を実施 
  12月の申込み実績826件（前年同月比＋575件） 
・教育ローンへの2次保証制度の導入 

実行件数の増加 

住宅ローン拡大への取り組み 

無担保ローン拡大への取り組み 

8つの疾病保障付保率 

(件) 

住宅ローン業務にかかる処理時間の削減 

21% 

51% 

58% 61% 

ホームページの刷新等 
により非対面チャネル 

が大幅に拡大 
前年同月比＋575件 

3.3倍に増加 



与信関係費用 △22億円（前年同期比△14億円）、与信関係費用比率 △0.04％（同△0.03ポイント） 

与信関係費用の内訳 

※与信関係費用比率＝与信関係費用÷貸出金平残 

債務者区分等の変更等 ５０ 

担保評価下落 ４ 

格上、回収等による取崩 △３９ 

合計 １５ 

与信関係費用 

24 

与信関係費用・与信関係費用比率の推移（年度比較） 

２４年度 
第３四半期 

２５年度 
第３四半期 前年同期比 

不良債権処理額 ① ４ ６ ＋２ 

貸倒引当金戻入益※ ② １２ ２８ ＋１６ 

一般貸倒引当金繰入額 △２４ △４３ △１９ 

個別貸倒引当金繰入額 １２ １５ ＋３ 

合計 （①－②） △８ △２２ △１４ 
※ 貸倒引当金戻入益は一般貸倒引当金繰入額と個別貸倒

引当金繰入額をネッティングしたもの 

（億円） 

（億円） 

△ 43

116

78

31 41
15

34

31

△ 38
△ 13

83

△ 45

6

510

0.002%

0.37%

0.004%

0.15%

△0.04%

その他不良債権処理額

個別貸倒引当金繰入額

一般貸倒引当金繰入額

与信関係費用比率

  21年度       22年度        23年度       24年度      25年度第3四半期 

９６ 

２３３ 

３ １ 
△２２ 

（億円） 



２07億円 

994億円 

77億円 

1,773億円 

495億円 

リスク管理債権の推移 ネットリスク管理債権 

部分直接償却額 

信用保証協会 
保証付貸出金 

担保・引当金等 

ﾈｯﾄﾘｽｸ管理債権 

不良債権のオフバランス化実績 

リスク管理債権の総額（単体） 1,773億円 （25年3月末比  △263億円） 
  リスク管理債権比率      2.45％ （      同          △0.46ポイント） 
ネットリスク管理債権（単体）  207億円 （      同          △31億円） 
  ネットリスク管理債権比率     0.29％ （      同          △0.05ポイント）  

3.64% 3.57%
3.41%

1.89%

0.40% 0.36% 0.32% 0.34% 0.34% 0.30% 0.29%

2.91%
3.26%

2.57% 2.45%

1.98%
1.66%

2.02% 1.99%

1.46% 1.38%

22年度下期 23年度上期 23年度下期 24年度上期 24年度下期 25年度上期 25年度

リスク管理債権比率推移 

リスク管理債権のうち信用保証協会保証付貸出 

ネットリスク管理債権 

リスク管理債権 

リスク管理債権 
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〔１３０億円の内訳〕   

          （億円） 

本人弁済 
預金相殺 ２０ 

担保処分 
代位弁済  ６１ 

格  上  ４８ 

債権売却 １ 

直接償却 ０ 

142 184 182 190 172

1,965
2,155 2,013

1,784
1,547

188
86

90

62

54

22年3月末 23年3月末 24年3月末 25年3月末 25年12月末

破綻先債権

延滞債権（破綻懸念先・実質破綻先）
3ヵ月以上延滞・貸出条件緩和債権（要管理先）

2,295 
2,425 

2,285 
2,036 

1,773 

（億円） 

延滞なし
76%

延滞 24%

【延滞比率】 

２４年度 
２５年度 

上期 
２５年度 

第３四半期 

新規発生 ＋４６５ ＋１８７ ＋９７ 

オフバランス化 
(うち破綻懸念先以下) 

△７１４ 
(△６６９) 

△３８７ 
（△３５１） 

△１６０ 
（△１３０） 

リスク管理債権 ２，０３６ １，８３６ １，７７３ 

(億円) 

△２６３ 
第3四半期 



25年度第3四半期 607億円（前年同期比＋9億円）、 OHR（単体）53.1％（同＋1.0ポイント） 

328 329 326(245) 340(256)

417(319)423(321)441438

44 41 38(33) 40(32)

53.5%

54.7%
53.8%
(52.1%)

55.1%
（53.1%）

22年度 23年度 24年度 25年度（予想）

税金
物件費
人件費
ＯＨＲ

（億円） 

810 811 787 (598) 797 （607） 

経費およびＯＨＲの推移 

経 費 
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【２５年度第３四半期経費の主な増減要因】 

 ・人件費：２５６億円（前年同期比＋１１億円） 

  グループ会社で雇用していた派遣社員の 
  銀行本体での直雇用への切替えによる増加 など 

・物件費：３１９億円（前年同期比△２億円） 

  人件費への振り替え分の減少（△１０億円）あるも 
  広告宣伝費等の増加により横這いで推移 

※（ ）は第3四半期 

個人向けローン商品を中心にTVCM等のマス広告を増加 

    ローン実行件数・金額の増加 



20年 
3月末 

24年 
3月末 

25年 
3月末 

20年 
3月比 

営業店フロント 2,411 3,046 3,070 ＋659 

うち行員 1,794 2,246 2,261 ＋467 

営業店バック・アシスト 1,693 1,000 942 △751 

うち行員 548 59 44 △504 

全従業員（派遣等を含む） 5,164 4,936 4,901 △263 

うち行員 2,851 2,865 2,860 ＋9 

人員の推移 

BPRへの継続的な取組みにより、総人員を増加させずにフロント人員を捻出 ⇒ トップラインの持続的な成長へ 

19年度 21年度 22年度

預金・為替業務

公金・代理業務

出納業務

営業店における業務量削減 

（人） 

※19年度の業務量を100とした場合 

22年度 23年度 24年度 25年度（目標）　

100％ 80％ 

52％ 
40％ 

住宅ローン業務にかかる処理時間の削減 

△23％ 

△57％ 

△20％ 

△48％ 

△60％ 

〈第9次中期経営計画〉 

ＩＴ投資、集中処理のBPRへ着手 

 ・新営業店端末の導入 

 ・融資支援システムレベルアップ 

 ・融資事務の集中処理 

  （記帳事務･債権書類の集中保管 等） 

〈第10次中期経営計画〉 

IT投資による効率化、集中処理の拡大 

・営業店バック業務量を6割削減 
・バック人員をフロントへ再配置 

トップラインの成長 

〈第11次中期経営計画〉 

フロント業務の生産性向上へ拡大 

  ・住宅ローン営業担当者の 
      業務処理時間を6割削減 

トップラインのさらなる成長 

※22年度の業務量を100とした場合 

生産性の向上 ～ＢＰＲへの取組み～ 
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25年度下半期（25年12月末基準）のリスク資本配賦額は6,861億円、うち信用リスク1,650億円、 
市場リスク3,670億円、オペレーショナル・リスク241億円、バッファー資本1,300億円を配賦 

リスク資本使用額は、貸出金（信用リスク）623億円、トレジャリー部門2,389億円、等 

貸出金（信用ﾘｽｸ） ９９７ ６２３ ６３％ 

ﾄﾚｼﾞｬﾘｰ部門 ４，２４４ ２，３８９ ５６％ 

（うち政策投資株式） （１，５２６） （１，２８２） （８４％） 

 （うち海外店） （７６） （３３） （４３％） 

連結子会社 ７９ ４５ ５７％ 

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾅﾙ･ﾘｽｸ ２４１ ２４１ １００％ 

 小  計 ５，５６１ ３，２９９ ５９％ 

ﾊﾞｯﾌｧｰ資本等 １，３００ － － 

 合  計 ６，８６１ ３，２９９ ４８％ 

リスク資本 
配賦額 

リスク資本 
使用額 配賦原資 

 
信用ﾘｽｸ 
１，６５０ 

 

市場ﾘｽｸ 
３，６７０ 

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾅﾙ･ﾘｽｸ  
２４１ 

ﾊﾞｯﾌｧｰ資本等 
１，３００ 

中核的な自己資本 

６，８６１億円 
(25年9月末基準) 

（億円） 

リスク資本 
使用率 

リスク資本配賦 
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・中核的な自己資本＝ バーゼルⅢ普通株式等TierⅠ  

・リスク資本使用額＝〈市場リスク〉 │VaR│ 

          〈信用リスク〉①│UL│（貸出金は不良債権処理額、CVAを含む） 

                 ②バーゼルⅢ所要自己資本額（特定貸付債権、クレジットリンクローン、証券化取引、投資信託、投資事業組合） 

          〈オペレーショナル･リスク〉オペレーショナル･リスク相当額 

・バッファー資本は、巨大地震等非常時や計量化できないリスク等への備え 



平成25年度第3四半期までのグループ会社（連結子会社11社）の業務実績は、 
 経常収益374億円（前年同期比＋18億円）、経常利益60億円（同＋15億円）を計上 

会社名 主要業務内容 経常収益 経常利益 
前年同期比 前年同期比 

静銀経営ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ㈱ 経営ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ業務 ７ ＋５ ０ ＋０ 

静銀ﾘｰｽ㈱ ﾘｰｽ業務 １８２ △３ １２ △２ 

静岡ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ㈱ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ関連業務、計算受託業務 ３６ ＋２ １ △０ 

静銀信用保証㈱ 信用保証業務 １７ ＋３ １２ ＋２ 

静銀ﾃﾞｨｰｼｰｶｰﾄﾞ㈱ ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ業務、信用保証業務 １４ ＋０ ４ ＋０ 

静岡ｷｬﾋﾟﾀﾙ㈱ 株式公開支援業務、中小企業再生支援業務 ４ ＋１ ２ ＋１ 

静銀ﾃｨｰｴﾑ証券㈱ 金融商品取引業務 ５９ ＋２３ ２７ ＋１４ 

欧州静岡銀行 銀行業務・金融商品取引業務 ４ ＋１ １ ＋１ 

静銀総合ｻｰﾋﾞｽ㈱ 有料職業紹介業務等 ７ △１５ ０ △０ 

静銀ﾓｰｹﾞｰｼﾞｻｰﾋﾞｽ㈱ 銀行担保不動産の評価･調査業務等 １２ ＋０ ０ △０ 

静銀ﾋﾞｼﾞﾈｽｸﾘｴｲﾄ㈱ 為替送信･代金取立等の集中処理業務等 ３２ ＋１ ０ △０ 

   合  計 （11社） ３７４ ＋１８ ６０ ＋１５ 

静銀ｾｿﾞﾝｶｰﾄﾞ㈱ ※ ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ業務、信用保証業務 １１ ＋２ ０ ＋０ 

※持分法適用関連会社、平成19年4月開業 

(億円) 

グループ会社の状況 
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全国シェア３％、都道府県10位の経済圏 

県内総生産は日本の中では四国４県、北陸３県を上回る規模 

世界各国の国内総生産との比較では、アイルランド、フィリピン、チェコに次ぐ規模 

                         全国シェア           全国順位  

人  口 ３７５万人 ３．０％ １０位/４７(24年) 

世帯数 １４６万世帯 ２．７％ １０位/４７(24年) 

県内総生産(名目)  １５．８兆円 ３．２％ １０位/４７(22年度) 

1人当たり県民所得 ３，１００千円 ― ３位/４７(22年度) 

事業所数 １９万事業所 ３．２％ １０位/４７(24年) 

製造品出荷額等 １５．５兆円 ５．２％ ３位/４７(24年) 

農業産出額(※) ２，１１２億円 ２．５％ １６位/４７(24年) 

漁業生産量(※) ２２万トン ５．８％ ３位/４７(24年) 

工場立地件数 ７３件 ５．９％ ２位/４７(24年) 

新設住宅着工戸数 ２．５万戸 ２．８％ １０位/４７(24年) 

県内総生産（平成2２年度・名目） 

順位 都道府県・地域 （10億ドル） 

9 福岡県 210.5 

10 静岡県 184.0 

11 茨城県 130.6 

－ 四国４県 156.8 

－ 北陸３県 139.3 

世界各国の国内総生産と比較(平成2２年) 

順位 国名（地域） （10億ドル） 

４５ アイルランド 207.6 

４６ フィリピン 199.6 

４７ チェコ 198.9 

－ 静岡県 184.0 

４８ パキスタン 176.9 

４９ ルーマニア 164.8 

（出所）内閣府経済社会総合研究所 ほか 

静岡県の指標 静岡県の経済規模 

（※）速報値 

静岡県の経済規模 
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東京と大阪・京都の間に位置する物流の要衝 

  全国有数の「モノづくり県」～製造業が盛ん 

輸送関連機器や楽器など、輸出型の製造業が多い 

豊かな自然を生かした日本を代表する観光地を有する 

●ﾔﾏﾊ発動機(株) 

●ﾔﾏﾊ(株) 

●ｽｽﾞｷ(株) 

●浜松ﾎﾄﾆｸｽ(株) 

温泉地 

●東芝機械(株) 上場市場 企業数 

東証１部 ２３ 

東証２部 １１ 

マザーズ １ 

名証２部 １ 

ジャスダック １９ 

計 ５５ 

※平成25年11月末現在、上場市場が  

 複数ある場合は東証にてカウント 

（出所）内閣府「県民経済計算(平成22年度)」 

静岡県内に本社をおく上場企業 

富士山静岡空港 東名高速 

●スター精密(株) 

静岡県の産業別総生産構成比 

御前崎港 

清水港 

田子の浦港 
新東名高速(三ケ日～御殿場間) 

平成24年4月開通 ●(株)静岡銀行 

（％） 

写真提供:静岡県観光協会 

静岡県経済の位置づけと現状 
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20.8
36.2

22.0

16.8
14.7

9.9
15.6

13.2
5.5 5.3

18.621.4

全国 静岡県

製造業 サービス業 卸・小売業 不動産業 建設業 その他

富士山 

（平成25年6月ユネスコ 
世界文化遺産に登録） 

登録名：｢富士山-信仰
の対象と芸術の源泉｣ 



      

業績予想 

本資料には、将来の業績に関わる記述が含まれています。こうした記述は、将来の業績を

保証するものではなく、リスクや不確実性を内包するものです。 

将来の業績は、経営環境の変化などにより、目標対比異なる可能性があることにご留意 

ください。 

〔本件に関するご照会先〕   

      株式会社 静岡銀行 経営企画部ＩＲ担当（松永） 

ＴＥＬ：０５４－２６１－３１３１（代表） 

          ０５４－３４５－１１１６（直通） 

ＦＡＸ：０５４－３４４－０１３１ 

Ｅ‐ｍａｉｌ：kikaku@jp.shizugin.com 

ＵＲＬ：http：//www.shizuokabank.co.jp/ 


